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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2022年（令和４年）

第845号

6
月

下記日程は支部会館を休館します。

６月23日（木）10時～12時
７月20日（水）10時～12時
けんせつプラザ東京（要予約）

７月１日（金）終日　書記局会議
７月29日（金）終日　全書記決起集会

土・日・祝日も休館

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
４
月
の
支
部
大
会
で
後
継

者
対
策
部
長
を
拝
命
し
ま
し

た
。
後
継
者
対
策
部
は
、
仲
間

の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
建
設
産

業
と
、
組
合
の
後
継
者
を
つ

く
っ
て
い
く
専
門
部
で
す
。
役

員
と
し
て
そ
の
運
動
の
先
頭

に
立
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
さ
て
、

春
の
月
間
で
は
多
く
の
分
会

を
回
る
機
会
を
得
て
、
あ
ら

た
め
て
、
行
動
の
仕
方
も
分

会
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど

の
分
会
で
も
後
継
者
世
代
の

仲
間
の
訪
問
を
あ
た
た
か
く

迎
え
て
く
れ
、
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
▼
行
動
の
中

で
初
参
加
者
が
「
こ
の
近
く

に
知
り
合
い
が
い
る
」
と
言
う

の
で
、
予
定
外
の
訪
問
を
し
た

と
こ
ろ
本
人
と
会
え
て
、
お
互

い
今
後
の
仕
事
に
つ
な
が
る

話
も
で
き
ま
し
た
。
青
年
部

時
代
に
も
経
験
し
た
こ
と
で

す
が
、こ
う
し
た
「
仲
間
と
仲

間
が
触
れ
合
い
、
仕
事
の
つ
な

が
り
も
広
が
る
」
の
が
組
合

の
大
き
な
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

▼
コ
ロ
ナ
の
各

種
宣
言
が
で
て

い
な
い
今
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
再
開
し

て
い
ま
す
。
仲

間
の
み
な
さ
ん
、

ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
仕事のつながり広がる組合
（山田康雄・後継者対策部長）

参院選特集２

中労委が
東電側断罪３

家が建つのは平
和だからこそ。参
院選は平和の分
かれ道。結果次第

でインボイスの中止も可能。
投票へ行こう。

電気メーター交換工への不当行
為を中央労働委員会が断罪。全
面救済命令も会社側は拒否。

170人の
仲間を迎え

春の拡大月間 全分会が目標達成

　　　　と　　　　さらに伸ばそう

自
粛
・
萎
縮
か
ら
脱
け
出
し
て

【
石
川
雅
昭
・
副
委
員
長
】３

月
25
日
か
ら
５
月
末
ま
で
の

春
の
拡
大
月
間
は
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
て
、
１
月
当

初
比
５
％
、
１
６
０
人
の
加

入
の
目
標
に
対
し
、
１
７
０

人
の
加
入
者
を
迎
え
、
ま
た
、

全
８
分
会
が
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
の
声
か
け
、
連

日
の
行
動
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
た
み
な
さ
ん
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
月
間
で
は
、
ま
た
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
つ
き
の
チ
ラ
シ
を

配
布
し
な
が
ら
仲
間
の
み
な

さ
ん
を
訪
問
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
達
登
録
者
数
も
従
前
の

２
５
０
人
か
ら
１
０
０
人
ほ

ど
増
え
、３
７
１
人
に
な
っ
て

い
ま
す
（
６
月
７
日
時
点
）
。

懸
賞
つ
き
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご

応
募
が
ま
だ
の
方
は
、
締
め

切
り
を
６
月
20
日
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　

訪
問
行
動
の
中
で
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
で
収
入
を
失
っ
た

方
や
生
活
苦
の
相
談
な
ど
も

あ
り
、
組
合
や
社
会
福
祉
協

議
会
の
コ
ロ
ナ
関
連
給
付
な

ど
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仕
事
に
必
要
な
国

家
資
格
を
取
得
し
た
が
、
お

祝
い
金
を
申
請
し
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
仲
間
も
い
ま

し
た
。

　

病
気
の
時
も
安
心
の
土
建

国
保
や
組
合
総
合
共
済
な
ど
、

諸
制
度
全
て
に
精
通
す
る
の

は
難
し
い
で
す
が
「
困
っ
た

時
は
組
合
へ
」
に
加
え
「
め
で

た
い
時
も
組
合
へ
」
を
合
言

葉
に
、
慶
弔
金
の
も
ら
い
忘

れ
の
な
い
よ
う
、
仲
間
同
志

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
自
粛
か
ら
社
会
の

正
常
化
が
め
ざ
さ
れ
る
中
、

仲
間
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、

助
け
合
い
の
力
を
さ
ら
に
伸

ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
26
日
（
木
）
浜

福
分
会
の
仲
間
９
人
が
、

杉
並
第
二
小
学
校
の
授

業
を
支
援
。一
日
教
師
に

な
っ
て
鋸
の
使
い
方
を

伝
え
ま
し
た
。
今
回
は

垂
木
を
さ
ま
ざ
ま
な
寸

法
に
切
り
、
以
後
の
授

業
で
組
み
合
わ
せ
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
は
じ

め
て
使
う
鋸
に
最
初
は

お
っ
か
な
び
っ
く
り
。
し

か
し
組
合
の
仲
間
の
サ

ポ
ー
ト
で
、
最
後
に
は
、

ち
ょ
っ
と
危
険
も
あ
る

け
ど
便
利
な
道
具
、
鋸

を
自
信
を
持
っ
て
使
え

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

安
全
な
使
い
方
を
ケ
ガ

な
く
学
ん
だ
児
童
た
ち
。

次
の
授
業
も
楽
し
み
ネ
。

大
淵
分
会
長
が
手
本
示
す

初参加・山路大輝さん

鋸
の
こ
ぎ
り

も
安
全
に

６/１９
区長選

７/10
参院選

　区長選候補者のうち連絡のあっ
た岸本さと子氏、田中良区長と組
合の要望を示し役員が懇談しまし
た。区議補選に続き参院選もありま
す。くらし直撃の消費税・インボイ
スを止めるチャンス（続報２面）。

経過措置で影響は軽減できる。
転嫁拒否防ぐのに必要。
インボイスは必要。

廃止法案提出。時限的に税率５％化。
廃止・税率５％化法案提出。
導入しない。コロナ収束まで消費税免除。
現状では反対。消費税は向こう３年ゼロに。
消費税自体廃止すべき。

インボイス推進の各党の主張

インボイス反対の各党の主張

自民

立民

公明

共産

維新

国民

社民
れいわ

岸
本
氏
と
の
懇
談

必ず投票を！

　

富
士
見
、
中
央
、
高
和
分

会
が
住
宅
デ
ー
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
住
宅
デ
ー
の
開
催

は
、
３
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

富
士
見
分
会
は
、
６
月
４

日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
「
ホ
タ
ル
祭

り
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で
お
こ

な
い
ま
し
た
。
建
設
業
な
ら

で
は
の
タ
イ
ル
工
作
体
験
は

子
ど
も
に
大
盛
況
で
し
た
。

　

中
央
分
会
と
高
和
分
会

は
、
５
日
に
開
催
。
晴
天
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
央
分
会
は
松
ノ
木
中

央
公
園
で
開
催
。
包
丁
研

ぎ
、
ま
な
板
削
り
、
住
宅
相

談
の
ほ
か
、
野
菜
や
ジ
ュ
ー

ス
、
焼
き
鳥
の
販
売
、
わ
た

あ
め
の
ふ
る
ま
い
な
ど
。
近

年
は
生
協
診
療
所
の
「
健

康
祭
り
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ

で
お
こ
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

久
し
ぶ
り
に
公
園
で
の
開

催
で
し
た
が
、
事
前
に
地

域
へ
１
、
０
０
０
枚
の
チ
ラ

シ
を
配
り
声
か
け
し
た
成

果
も
あ
り
、
大
勢
の
来
場

者
を
迎
え
、
住
宅
相
談
も

５
件
あ
り
ま
し
た
。

　

高
和
分
会
は
高
円
寺
駅

そ
ば
の
高
円
寺
中
央
公
園
、

広
い
会
場
で
悠
々
開
催
。
来

場
者
に
ヘ
リ
ウ
ム
風
船
を
配

り
、
宣
伝
に
も
力
を
入
れ
て

来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

３年ぶりの住宅デー
富士見・中央・高和
３分会が先行開催

中央は
医療生協の
協力で健康
チェックも

高和の
包丁研ぎ

富士見の
タイル工作
体験

中央の
住宅相談

浜福分会が杉並二小で授業支援

助け合い助け合い 運動運動の力運動の力

石川副委員長

助け合い
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　米国の世界戦略のために創られ、軍備拡大と米軍との一体化がすすむ自衛
隊。それでも戦地での武力行使をせずに済んでいるのは、戦力保持を禁止し
た最高法規の憲法があるからです。

自国民310万人とアジア諸国民2,000万人もの命の犠牲の上で手にした平和憲法と民主主義を投げ棄てるかの岐路

家が建つのは平和だからこそ
「建設職人は二度と戦争に協力しない」誓いにかけて

盗
ぬ
す
っ
と人
に
追

お

い

ぜ

に銭

　憲法99条で尊重擁護義務があるはずの首相や国会議員
が、自ら改憲を主張しています。
　今でさえ国家権力を縛る憲法を守っていない自民・公明
与党たち（直近ではコロナ第３波の昨年７月、憲法53条に
沿った野党による国会開催の要求を無視、10月に開いたら
すぐ総選挙、の事例アリ）が主導する改憲を許すのは、盗
人に追い銭。

　自民党などは、①首相が宣言し、②国会を停止し、③法律並みの政令を
だせるようにする、緊急事態条項を狙っています。
　有事の備えというけれど、爆弾が飛ぶでもない状況下でも、コロナ対策
のグダグダや原発事故の対応を見れば信用もできません。有事の備えは
平時に法律をつくり訓練を重ねることが大切であり、それをしない本当の
狙いは首相の独裁。こんなものを主張するのは議会人として恥ずべきこと。
民主主義社会の担い手ではありません。

　日米安保条約と指揮権密約などで、自衛隊は有事に米軍の指揮
下で戦闘することになっています。アメリカから戦地派遣の要求が
あっても日本国憲法の今の条文があったためそれを盾に自衛官の
戦闘参加を断ってきたのです。
　連合軍占領下だった朝鮮戦争では海上保安庁の掃海艇が出撃し
戦死者を出したことはありますが、ベトナム戦争でも、湾岸戦争、
イラク戦争でも、自衛隊は一人も他国軍や現地人を戦闘で殺してい
ません。この平和ブランドを投げ棄て、自衛官の命を米軍に、お金
を軍需に回すより、憲法を盾に軽武装路線を続ける方がまともな選
択です。

　売上1,000万円以下の人に、消費税の課税業者になるか、消費税分
自腹を切るかを迫るインボイス。
　手間請け労働者、フリーランス、シルバー人材センターなどを直撃
します。税務当局の試算で新たに160万社が課税業者になり2,500億
円の税収見込み。価格に転嫁できる場合は、消費者である庶民の懐
が痛むことに。帳簿の対応も難しいため税理士会さえも反対している
制度。みなさんの運動でまだ中止できます。

　自民・公明・維新・国民民主などで、軍事費増大論がでています。５兆円
の防衛費を10兆円に倍増の話も。現状は米国兵器の爆買いの結果、自国の
戦闘機の部品も足りず共食い整備の一方、自衛官の定員割れも続いていま
す。人が増えないのに２倍の予算がでたら雑でアヤシゲな使い方になるの
は必然。防衛費は過去に深刻な水増し請求事件の実績も。防衛力の強化を
真剣に考えるならまず足元の見直しを。

憲法を守る義務を
果たす気のない与党

改憲の危険な狙い①

改憲の危険な狙い②大増税が待つ

緊急事態条項

自衛軍明記

消費税 インボイス

９条は自衛隊と国民を
米軍への奉仕から守る宝

軍事費倍増

各政党の
憲法への
態度

首相独裁可能に！

米国の戦争に巻き込まれる

５兆円って消費税２％よ

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
！　

軍
拡
・
改
憲
阻
止
こ
そ
仲
間
の
要
求
に
叶
う

行
こ
う
投
票
へ
！

経過措置で影響は軽減できる。
転嫁拒否防ぐのに必要。
インボイスは必要。

９条に自衛隊明記。緊急事態条項創設。
72条に自衛隊（首相の指揮）明記。
９条に自衛隊明記。緊急事態条項創設。
緊急事態条項優先。※今の９条改憲は反対。

廃止法案提出。時限的に税率５％化。
廃止・税率５％化法案提出。
導入しない。コロナ収束まで消費税免除。
現状では反対。消費税は向こう３年ゼロに。
消費税自体廃止すべき。

インボイス推進の各党の主張

インボイス反対の各党の主張

自民

自民

立民

立民

公明

公明

共産

共産

維新

維新

国民

国民

社民

社民

れいわ

れいわ

まだ止められる！

手間請けを直撃！年収300万で年10万円増税も！

7/10
参院選

防衛費GDP２％？増額めざす政党たち…
【自民】増額は重要　　【公明】避けて通れない議論
【維新】１％枠見直し　【国民】増額やむを得ない

１．日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、
国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際
紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。

２．前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持
しない。国の交戦権は、これを認めない。

日
本
国
憲
法
第
９
条

憲法に則して
守ろうとしている

憲法に違反しつつ変えようとしている

※安保法制（戦争法）には【国民】も反対

投票日に都合が悪
い人は期日前投票を
活用しましょう。

期
日
前
投
票
も

活
用

し
よ
う

化がすすむ自衛

経済重視
軽武装路線
の方がいい
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６
月
当
初
人
員
３
、２
１
２
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

川
端　

康
則

電
気

井

荻

松
野　

寛
和

眞
壁　

紳

地
質
改
良

井

荻

赤
堀　

信
太
郎

永
田　

義
光

電
気

西

荻

喜
夛　

勝
彦

島
村　

浩

電
気

西

荻

喜
夛　

勝
彦

小
池　

篤

電
気

西

荻

喜
夛　

勝
彦

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｉ

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

小
林　

徹

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

石
川　

文
男

電
気

西

荻

草
野　

進

Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｙ
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｇ

土
木
・
舗
装

西

荻

鶴
郷　

英
司

Ｖ
Ｕ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ｕ
Ｃ

土
木
・
舗
装

西

荻

鶴
郷　

英
司

杉
浦　

衛

土
木
・
舗
装

西

荻

永
野　

智
士

Ｄ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｈ

土
木
・
舗
装

西

荻

永
野　

智
士

Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｈ

土
木
・
舗
装

西

荻

永
野　

智
士

日
沖　

佳
代

床
・
内
装

富
士
見

小
島　

麻
友

早
川　

恵
美

床
・
内
装

富
士
見

小
島　

麻
友

中
澤　

淳
子

床
・
内
装

富
士
見

小
島　

麻
友

永
井　

隆

床
・
内
装

富
士
見

小
島　

麻
友

白
石　

ひ
ろ
み

床
・
内
装

富
士
見

小
島　

麻
友

壹
岐　

伶
花

床
・
内
装

富
士
見

小
島　

麻
友

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｊ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｅ
Ｌ

鉄
筋

富
士
見

五
味　

成
康

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｏ

鉄
筋

富
士
見

五
味　

成
康

荻
野　

多
美
子

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

太
田　

淳

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

大
井　

健
司

設
計
・
製
図

阿
佐
谷

山
田　

清

青
木　

郁
也

電
気

阿
佐
谷

青
木　

隆
之

白
岩　

侑

建
具

阿
佐
谷

石
川　

徳
摩

有
家　

涼
太

電
気

阿
佐
谷

堂
領　

雄
斗

水
野　

花
音

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

藤
田　

さ
や
か

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

戸
北　

貴
士

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

黒
川　

柊
真

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

呉　

博
隆

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

打
谷　

周
太
郎

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

相
原　

歩
美

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

相
川　

恵

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

雛
形　

訓
行

上
西　

亮
平

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

荒
川　

雅
史

小
島　

裕
太

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

相
澤　

謙
次
郎

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

石
原　

龍
一

土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス

阿
佐
谷

下
坂　

慎
吾

上
山　

悟

塗
装

中

央

木
立　

浩
一

北
村　

正
雄

冷
暖
房

中

央

田
崎　

和
人

入
江　

龍

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

浜

福

新
家　

啓
正

中
村　

互
誓

建
築
・
大
工

浜

福

黒
田　

大
介

女
鹿　

太
士

電
気

浜

福

縫
村　

信
秋

鈴
木　

大
介

冷
暖
房

浜

福

縫
村　

信
秋

岩
田　

安
司

塗
装

高

和

直
接
加
入

池
田　

祐
子

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

高

和

池
田　

昌
彦

梶
原　

央
斗

建
設
機
械
運
転

高

和

飯
岡　

秀
斗

松
井　

美
穂

建
築
・
大
工

高

和

田
代　

浩
二

木
村　

俊
毅

鉄
骨

泉

南

直
接
加
入

水
越　

郁
雄

建
築
・
大
工

泉

南

直
接
加
入

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡　03-6913-6211

■現場管理■
【社員】
㈱佐藤工務店

代表　佐藤　雄一郎
杉並区高井戸西2-12-23
℡　03-3334-0082

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内幸雄

杉並区堀ノ内2-7-7プチシャンブル101
℡　03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2-36-15ＡＧビル

℡　03-6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡　03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司
杉並区堀ノ内3-48-55
℡　070-6650-5851

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6-23-5-202
℡　03-3330-0734

■建築設計・監理■
【社員】

㈲人イエまちネットワーク
代表　山田　清

杉並区梅里1-2-8土方ビル１F
℡　03-5377-7166

掲載は
無料です

どうぞご利用ください

　区内で点検商法の被害が相次いでいます。悪質
なものは、住民が高齢で屋根にのぼれないのをい
いことに点検と称して屋根に上って、その一部を
破壊して写真を撮り、「修理が必要だ」と住民に工
事契約を迫った事例もでています。
　地域にくらし働く東京土建をご近所の方にも案
内し、悪質業者から区民を守りましょう。

東京都環境審議会が、環境確保条例の改
正にむけた中間まとめを発表。2,000㎡未
満の新築建築物への太陽光発電設備の設
置を業者に義務付ける
など、社会に大きな影
響を与えます。パブリッ
クコメントの提出は６月
24日まで（右から）。

　東京土建は、共済や国保にとどまらず
多くのお得な制度があります。従来の新
加入者説明会をバージョンアップし、学習
と懇親の新加入者歓迎会をおこないます。
　　　　７月１日（金）午後７時～
　　　　支部会館３階
ご来場の新加入者・紹介者にはワークマンで
使える3,000円の商品券を贈呈。※軽食アリ

　夏休みを満喫する企画。
①大キャンプ～ネイチャー体験
　　　　7月23日（土）～24日（日）
　　　　笛吹市芦川グリーンロッジ
②小学生むけ夏休み宿題お助け塾
　　　　7月25日（月）～7月29日（金）

　9時30分～12時30分
　　　　杉並第六小学校

東電メーター工事件⑭
東京電力ホールディングス㈱

東京電力パワーグリッド㈱

㈱東光高岳

ワットラインサービス㈱

個別の労働者

東光電気厚生会

元副会長の法人

完全子会社（株式の100％保有）

完全子会社（株式の100％保有）

法人を
つくって
脱退

請負契約

議決権の35.2％保有
歴代社長を送り込む

事実上
国有

元・東光
電気㈱

元・東光
工運㈱

関連構図

働きかけ

発注減 発注増

中労委で全面救済命令
  

東
京
電
力
の
電
気
メ
ー
タ
ー
交

換
工
た
ち
が
、
会
社
か
ら
の
不

当
な
首
切
り
や
仕
事
の
削
減
に

対
し
全
労
連
・
全
国
一
般
労
組
・

計
器
工
事
関
連
分
会
（
以
下
、
組

合
）
に
結
集
し
て
た
た
か
っ
て
い

る
事
件
の
続
報
で
す
。

　

中
央
労
働
委
員
会
は
５
月
16

日
、
①
団
体
交
渉
に
応
じ
る
こ
と

②
不
当
行
為
を
繰
り
返
さ
な
い

謝
罪
文
を
掲
示
す
る
こ
と
を
ワ
ッ

ト
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
社
（
東
電
の

グ
ル
ー
プ
会
社
）
に
命
じ
ま
し
た
。

　

命
令
は
２
つ
の
点
で
異
例
と
言

え
る
内
容
で
す
。
ひ
と
つ
は
、
形

式
上
請
負
で
働
く
交
換
工

た
ち
の
労
働
実
態
に
し
っ

か
り
踏
み
込
み
、
細
か
い

事
実
認
定
の
上
で
①
実
質

的
に
事
業
組
織
に
組
み
入

れ
ら
れ
、
②
契
約
内
容
の
一

方
的
・
定
型
的
決
定
、
③
報

酬
の
労
務
対
価
性
、
と
い

う
最
高
裁
判
決
に
沿
っ
て
、
交
換

工
を
労
働
組
合
法
上
の
労
働
者
と

認
め
た
点
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
団
体
交
渉
を

拒
否
し
、
仕
事
を
削
り
契
約
を
打

ち
切
る
な
ど
差
別
で
組
合
を
痛
め

つ
け
て
き
た
（
左
表
参
照
）
こ
と

に
も
、
支
配
介
入
（
労
働
組
合
を

弱
体
化
さ
せ
る
た
め
の
会
社
側
の

工
作
）
と
認
定
し
、
不
当
労
働
行

為
と
し
て
断
罪
し
た
点
で
す
。
裁

判
で
も
揺
る
ぎ
難
い
事
実
認
定
の

判
断
と
言
え
ま
す
。

中
労
委
命
令
さ
え
も

従
わ
な
い
東
電
側

　

命
令
後
５
月
20
日
に
組
合
側

は
再
度
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
ま

し
た
が
、
ワ
ッ
ト
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
は
中
央
委
命
令
に
背
き
、
拒
否
。

親
会
社
の
東
光
高
岳
や
グ
ル
ー
プ

元
の
東
電
も
話
し
合
い
に
応
じ
ま

せ
ん
。
公
益
事
業
に
関
わ
る
東
電

な
ど
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

４
月
20
日
ワ
ッ
ト
社
に
団
交
申
し
入
れ

2018年12月　組合公然化

　断交拒否・都労委申立

2020年３月　都労委命令

　断交拒否・仕事７割減

2021年３月　契約打ち切り

2022年５月　中労委命令

不
当
労
働
行
為
続
け
る
会
社
側

東
電
は
社
会
的
責
任
果
た
せ

アスベスト訴訟最高裁勝利から１年

石綿建材メーカー
を提訴

　

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

勝
利
に
よ
り
、
国
に
よ
る
被

害
者
救
済
の
新
法
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
建
材

メ
ー
カ
ー
は
責
任
逃
れ
を
続

け
て
い
ま
す
。
中
で
も
ニ
チ

ア
ス
被
害
者
で
あ
る
原
告
団

と
の
話
し
合
い
に
す
ら
応
じ

て
い
ま
せ
ん
。

　

５
月
20
日
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
最
高
裁
判
決
か
ら

１
周
年
の
集
会
が
開
か
れ
支

部
か
ら
33
人
が
参
加
（
全
体

１
、５
０
０
人
）
。
終
了
後
は

経
産
省
と
ニ
チ
ア
ス
の
包
囲

行
動
を
お
こ
な
い
、
６
月
７

日
、
メ
ー
カ
ー
を
相
手
取
っ

た
新
た
な
訴
訟
を
お
こ
し
ま

し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の

根
絶
へ
運
動
を
続
け
ま
し
ょ

う
。

点検商法ご用心

区内で屋根の
悪質業者が目立つ

住宅に太陽光発電義務化？

24日まで都パブコメ
7.1 新加入者歓迎会

組合知って懇親を
キャンプ＆お助け塾

７/23から夏休み満喫を

日時

日時

日時会場

会場

会場

詳
し
く
は
支
部
・
村
松
ま
で
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け
の
ゼ
ネ
コ
ン
仕
事
で
し
た
。
憧
れ
の

東
京
も
住
み
込
み
の
見
習
い
は
ま
と
も

な
賃
金
も
な
く
、
仕
事
も
教
え
て
く
れ

ま
せ
ん
。
一
年
で
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
」
と
思
い
、
他
の
親
方
に
つ
き
ま
し

た
が
、
こ
こ
も
半
年
間
給
料
も
く
れ
ず
。

現
場
の
元
方
か
ら
「
一
人
で
も
請
負
で
や

ら
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
の
を
渡
り
に

舟
で
手
間
請
け
を
は
じ

め
ま
し
た
。　

　

手
間
請
け
を
始
め

た
頃
１
９
７
０
年
に

妻
・
フ
キ
子
と
結
婚
、

の
ち
に
３
人
の
娘
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。
同
じ

頃
に
東
京
土
建
に
も

加
入
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
職

を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
、

今
は
P
A
L
野
丁
倶
楽

部
の
会
長
を
務
め
て
い

ま
す
。

　

仕
事
は
「
ひ
と
さ
ま

の
建
物
」
な
の
だ
か
ら

「
ち
ゃ
ん
と
仕
上
げ
る
」
こ
と
を
心
が

け
て
き
ま
し
た
。
手
抜
き
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
お
か
げ
か
、
野
丁
場
の
ア
ル
ミ

工
事
一
本
で
50
年
以
上
や
り
続
け
、
子

ど
も
た
ち
も
育
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
東
京
タ
ワ
ー
の
第
二
展
望
台

や
、
東
京
地
裁
・
簡
裁
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
携
わ
り
ま
し
た
。

　

耐
震
や
台
風
へ
の
備
え
で
建
物
の
作

り
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
場
労

働
者
の
待
遇
は
ま
だ
ま
だ
。
こ
れ
か
ら

も
現
場
か
ら
声
を
上
げ
る
運
動
も
盛
り

立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

 

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
福
井
県
勝
山
市
の
出
身
で
す
。

「
一は

じ
め」

の
名
前
は
地
域
の
名
士
、
福
田
一

代
議
士
（
の
ち
に
衆
議
院
議
長
も
務
め

た
）
に
あ
や
か
り
、
ま
た
３
人
き
ょ
う
だ

い
の
長
男
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
両
親
が

決
め
ま
し
た
。

　

私
の
故
郷
は
豪
雪
の
山
間
地
。
実

家
は
農
業
と
炭
焼
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
ま
で
山
道
を
１

時
間
ほ
ど
歩
く
田
舎
で
、

集
落
か
ら
高
校
に
入
っ

た
の
は
私
が
は
じ
め
て

で
、
総
出
で
祝
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

私
の
通
っ
た
勝
山
精

華
高
校
は
当
時
で
も
珍

し
く
、
昼
に
３
日
通
学
し

３
日
は
働
く
形
で
、
町
の

製
糸
工
場
と
精
錬
工
場

に
集
団
就
職
し
て
き
た

子
ど
も
た
ち
の
教
育
も

し
て
い
る
４
年
制
の
高

校
で
し
た
。
在
学
中
に

キ
ュ
ー
バ
危
機
が
あ
り
、

世
界
史
の
先
生
の
影
響
で
政
治
問
題
に

も
目
を
開
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
大
阪
に
行
く
仲
間
が
多
い

中
、「
う
た
ご
え
祭
典
」
な
ど
で
東
京
に

憧
れ
て
い
た
私
の
た
め
に
母
が
方
々
に

声
を
か
け
、
東
京
の
親
方
が
迎
え
に
来

て
く
れ
て
ア
ル
ミ
工
事
の
職
人
見
習
い

に
な
り
ま
し
た
。
佐
渡
島
金
属
の
下
請

昔よりマシでもまだまだ

労働者待遇改善へ声を

織
お だ

田 一
はじめ

さん　泉南・建築金物

５
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

85
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

齊
藤　

明
美
（
富
士
見
）

津
田　

嵐
士
（
阿
佐
谷
）

番
田　

和
哉
（
泉　

南
）

【
出
産
】

松
﨑　

勇
志
（
西　

荻
）

連　
　

世
武
（
阿
佐
谷
）

飯
田　

聡
一
（
泉　

南
）

齋
藤　

克
弥
（
泉　

南
）

　

ほ
か
１
件

【
新
入
学
】 

15
件

【
資
格
取
得
】 

11
件

　■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

魚
取　

逸
男
（
井　

荻
）

堀
江
洋
一
郎
（
西　

荻
）

伊
藤　

富
男
（
西　

荻
）

安
彦　

寛
貴
（
西　

荻
）

奈
木
野
博
彦
（
西　

荻
）

岸
田　

和
治
（
富
士
見
）

日
野　

巧
成
（
富
士
見
）

望
月　

伸
治
（
阿
佐
谷
）

伊
藤　

保
正
（
中　

央
）

寺
田　

国
利
（
中　

央
）

中
村　

和
男
（
中　

央
）

小
島　

浩
義
（
高　

和
）

　

ほ
か
34
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

日
野　

巧
成
（
富
士
見
）

【
家
族
死
亡
】 

4
件

　井荻分会は５月29日（日）に千葉・館山
への分会旅行をおこない、34人が参加し
ました。
　館山・岩井海岸で地曳網を体験。仲間
が力を合わせて網を引き上げました。昼
食後は、館山城を見学しました。晴天に恵
まれ、復路の渋滞はお約束カナ。

　

５
月
22
日
（
日
）
、
後

継
者
対
策
部
・
主
婦
の
会

の
米
作
り
体
験
第
一
弾
の

田
植
え
を
33
人
の
参
加
で

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

田
植
え
初
体
験
の
方

も
多
く
、
田
ん
ぼ
の
中
で

泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
遊
ぶ

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
大

人
で
も
約
50
ｍ
の
ラ
イ
ン

を
1
本
植
え
る
の
が
や
っ

と
で
、
機
械
の
便
利
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
泥

だ
ら
け
に
な
っ
た
け
ど
土

の
感
触
が
面
白
か
っ
た
」

「
大
自
然
の
中
で
虫
や
カ

エ
ル
も
捕
ま
え
ら
れ
て
楽

し
か
っ
た
」「
お
い
し
い

お
米
に
な
る
ま
で
楽
し
み
。

ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
の
稲
刈
り

だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

支
部
・
藤
澤
ま
で
。

米作り体験
第一弾
田植え

土
の
感
触
っ
て
面
白

ね

田
植
え
の
あ
と

泥
を
落
と
し
て
集
合

親子で
声かけあい

苗を持つの
初めて？

稲
刈
り
は
９
月
25
日
予
定

千葉館山で地曳網

力あわせて
呼吸も合わせて

5.29井荻分会旅行

織田一さん


